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火山防災エキスパート派遣に関わる参考資料 
【群馬県：浅間山、草津白根山】 
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（４）浅間山の火山防災対策に関する取組 

浅間山は、群馬・長野県境に位置しており、平成 17 年５月には両県による浅間山火

山防災対策連絡会議（以下、連絡会議）が設置されていたが、平成 25 年８月に、連絡

会議は、コアグループ会議を明確に位置づけるなど浅間山火山防災協議会に発展的に移

行している。また、群馬県火山防災対策連絡会議が、浅間山及び草津白根山を対象に、

噴火等による被害の軽減を図るため、群馬県内の火山周辺町村等関係機関により設置さ

れている。 

現在の浅間山火山防災マップ（火山災害予測区域図）は、小～中規模噴火の場合とし

て、平成 15 年３月に作成公表されている。また、噴火警戒レベルは、平成 19 年 12 月に

運用開始されている（平成 22 年 12 月に改正）。 

①浅間山火山防災協議会 

※「浅間山火山防災対策連絡会議」から「浅間山火山防災協議会」への移行 

 従来の「浅間山火山防災対策連絡会議」は、国、県、市町村、その他関係機関が平

時から情報の共有化や共通課題の研究、迅速・的確な初動対応の確認等を行う組織

として、全国の火山の中でも先行して、平成 17 年 11 月に設立された。 

 平成 23 年～24 年にかけて、中央防災会議において、「防災基本計画（火山災害対策

編）」が改定され、噴火警報（噴火警戒レベル）に応じた避難勧告や入山規制等の

防災対応は、「火山防災協議会」において共同で検討し策定する避難計画に基づき

実施することと明確に定められた。 

 このことから、「浅間山火山防災対策連絡会議」を、防災基本計画に基づく火山防

災協議会としてより明確に位置づけるため、以下の４項目を設置要綱に加えるとと

もに、名称についても変更を行った。 

 火山防災協議会が「県の地域防災計画」に基づき設置されていること。 

 火山防災協議会が、市町村長に対して「避難対象地域」を助言する役割を担っ

ていること。 

 避難時期・避難対象地域の技術的な検討を行う「コアグループ会議」が設置さ

れていること。 

 コアグループ会議に「火山専門家」が正式な構成員として参画していること。
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〔「浅間山火山防災対策連絡会議」設置要綱の修正に関する資料（群馬県総務部危機管理室）〕 
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②群馬県火山防災対策連絡会議 

 群馬県火山防災対策連絡会議は、浅間山及び草津白根山（いずれも群馬・長野県境

に位置）を対象に、噴火等による被害の軽減を図るため、昭和 54 年 10 月に群馬県

内の火山周辺町村等関係機関により構成され設置された連携組織である。同連絡会

議により、昭和 56 年 12 月には、「火山噴火（爆発）防災計画」が作成されている。

 

対象火山 浅間山・草津白根山 

構成機関 

（コアグループに

相当する機関） 

【県（防災部局）】 

 群馬県総務部危機管理室〔事務局〕 

【市町村】 

 中之条町、東吾妻町、長野原町、嬬恋村、草津町、高山村、

安中市、高崎市 

【気象台】 

 前橋地方気象台、浅間山火山防災連絡事務所 

【砂防部局】 

（国）利根川水系砂防事務所 

（県）県土整備部砂防課 

【火山専門家等】 

 東京大学、東京工業大学 

構成機関 

（コアグループに

相当する機関以外） 

【関係機関】 

（国）高崎河川国道事務所、利根川ダム統合管理事務所、八ッ場

ダム工事事務所、品木ダム水質管理所、群馬森林管理署、吾

妻森林管理署、万座自然保護事務所、陸上自衛隊第 12 旅団 

（県）総務部消防保安課、県土整備部砂防課・道路管理課、環境

森林部森林保全課、健康福祉部薬務課、観光局観光物産課、

西部行政事務所、吾妻行政事務所、西部保健福祉事務所、吾

妻保健福祉事務所、高崎土木事務所、安中土木事務所、中之

条土木事務所、浅間家畜育成牧場、西部環境森林事務所、吾

妻環境森林事務所                                        

（警察・消防）群馬県警察本部、高崎警察署、安中警察署、吾妻

警察署、長野原警察署、中之条町消防団、東吾妻町消防団、

長野原町消防団、嬬恋村消防団、草津町消防団、高山村消防

団、高崎市消防団、安中市消防団、高崎市等広域消防局、吾

妻広域町村圏振興整備組合 

(その他）日本赤十字社群馬県支部、吾妻郡医師会、碓氷安中医

師会、JR 東日本高崎支社、NTT 東日本群馬支店、東日本高速

道路関東支社、東日本高速道路佐久管理事務所、東京電力群

馬支店、プリンスホテル長野・群馬地区 
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③噴火警戒レベルの運用 

浅間山は、平成 19 年 12 月 1 日より噴火警戒レベルが運用開始されている。 

 
〔火山噴火（爆発）防災計画（平成 24 年度）群馬県火山防災対策連絡会議〕 

http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/level/Asamayama.pdf 

 
〔「浅間山の噴火警戒レベル」（気象庁リーフレット）〕 
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④火山ハザードマップ・火山防災マップの作成 

 

火山噴火時における住民や観光客等の迅速な避難等のため、浅間山及び草津白根山

について、火山噴火時の溶岩流、火砕流、土石流等の広がりの予測（ハザードマップ：

災害危険区域予測図）、避難所の位置、避難時の心得等を記載した火山防災マップを平

成７年に作成し、住民や旅館等に配布した。 

浅間山については、2003 年（平成 15 年）に改訂を加え、2009 年（平成 21 年）に

も、群馬県、長野県や周辺市町村等で構成する浅間山火山防災対策連絡会議により噴

火警戒レベル１～３までの噴火現象に対応した火山防災マップを作成し、関係市町村

で活用されている。 

また、2011 年（平成 23 年）には、浅間山ハザードマップ検討委員会から提供を受

けたハザードマップを活用し、中噴火に伴う融雪型火山泥流（噴火警戒レベル４～５）

に対する住民説明会用マップを作成し、住民に対して周知を図った。 

今後は、大規模噴火（噴火警戒レベル４～５）までの噴火現象に対応した防災マッ

プの作成を検討中である。 

 

〔火山噴火（爆発）防災計画（平成 24 年度）群馬県火山防災対策連絡会議〕 

 

《噴火警戒レベル１～３までの噴火現象に対応した火山防災マップ》 

http://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000055111.pdf 

http://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000055112.pdf 

 
〔国土交通省利根川水系砂防事務所ホームページ〕 

 

 

協議会移行前の「浅間山火山防災対策連絡会議」には、専門部会として火山防災マッ

プ策定ＷＧが設置されており、浅間山ハザードマップ検討委員会とも連携し、「融雪型火

山泥流」に対する防災対応の検討を積極的に進めてきた。平成 23 年８月に、浅間山融雪

型火山泥流マップが作成・公表されている。 
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⑤火山防災に関する啓発活動事例 

■防災訓練 浅間山噴火を想定したロールプレイング方式防災訓練 

開催日 平成 26 年２月３日（月）14:00～16:00 

開催場所 利根川水系砂防事務所 

主催 浅間山火山防災協議会・利根川水系砂防事務所 

参加機関 

利根川水系砂防事務所、長野国道事務所、群馬県、長野県、嬬恋村、長

野原町、佐久市、小諸市、御代田町、軽井沢町、内閣府、気象庁、自衛

隊、警察、消防など 39 機関 95 名 

浅間山噴火時の防災対応を円滑かつ効果的に実施するため、浅間山火山防災協議会

では、浅間山噴火時の防災対応の確認と関係機関の情報共有の実践を目的としたロール

プレイング方式の防災訓練を実施している。本訓練は平成 19 年度から実施され今回が

7 回目になる。 

〔国土交通省利根川水系砂防事務所ホームページより〕 
 

■浅間山合同登山 

開催日 平成 24 年 10 月 25 日（木） 

主催 気象庁浅間山火山防災連絡事務所 

参加者 
関係市町村、長野県、群馬県、気象台、群馬県警及び国土交通省の防災

担当者約４０名 

関係機関の防災担当者による浅間山の現状を確認することを目的とした、浅間山合

同登山が実施された。当時の浅間山は、噴火警戒レベル１（平常時）で、火口付近立ち

入り禁止となっており、特別に許可を得ると共に、安全装備の装着（ヘルメット、ガス

マスク）及び浅間山火山防災連絡事務所による監視の下に火口にて調査が行われた。 

 
〔「浅間山砂防だより」第三号 平成 24 年 11 月１日 国土交通省利根川水系砂防事務所浅間山

出張所〕 

 

■学習会 

国土交通省と各都道府県では、昭和 58 年から毎年６月を「土砂災害防止月間」とし

て、土砂災害の防止と被害の軽減を図るための各種活動を実施している。 

利根川水系砂防事務所浅間山出張所では、土砂災害、特に浅間山の噴火に備え火山災

害について、現状やその対策の必要性等を子供の頃から知識を持ってもらうことを目的

に、平成 25 年６月に、浅間山南麓市町の４小学校を対象に学習会を開催した。 

 

〔「浅間山砂防だより」第四号 平成 25 年６月 17 日 国土交通省利根川水系砂防事務所浅間山
出張所〕 
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■火山ハザードマップ説明会（平成 23 年 10 月 24 日） 

平成 23 年８月に、浅間山融雪型火山泥流マップが作成・公表されたが、その後、関

係市町村において、住民等を対象にマップ説明会が実施された。 

その一つである御代田町では、浅間山融雪型火山泥流マップで、当町に広範囲に影

響が及ぶ可能性があることから、住民及び防災関係者を対象として、「浅間山火山防災

に関する説明会」を開催された。学識者や気象庁浅間山火山防災連絡事務所、国土交通

省利根川水系砂防事務所により、融雪型火山泥流の解説をはじめ、浅間山の噴火の歴史

や火山防災、融雪型火山泥流マップに関しての講演が行われた。 
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1927～28(昭和2～3)年 
水蒸気噴火 

・ 12 月 31 日、1 月 29～ 31 日。火砕物降下。噴火場所は湯釜

および湯釜火砕丘南東斜面。 

・ 岩塊・泥土噴出。硫黄流出、吾妻川・利根川で魚死ぬ。 

1932(昭和 7)年 

小規模：水蒸気噴火 

・ 10 月 1～27 日。火砕物降下。噴火場所は湯釜,涸釜および湯釜

火砕丘南東斜面の亀裂 3。 

・ 火口付近で死者 2 名、負傷者 7 名、山上施設破損甚大。泥流、

殺生河原降灰、噴出物総量 1.6×104m3、11 月頃まで活動。 

1937～39(昭和 12～14)
年 
中規模：水蒸気噴火 

・ 火砕物降下。噴火場所は湯釜。 
37 年 11 月 27 日爆発、鳴動。12 月 1～31 日爆発、降灰。1938 
年にはときどき噴煙活動。1939(昭和 14)年 2～5 月には噴火、

降灰。 

1940～41(昭和 15～16)
年 水蒸気噴火 

・ ４、９月、翌年 1月、 噴煙活動(黒煙)。 

1942(昭和 17)年 

水蒸気噴火 

・ 2 月 2 日。火砕物降下。噴火場所は湯釜・水釜火砕丘南東斜面

および北斜面の火口列,水釜北東部 

・ 割目を生じ、噴煙、降灰、鳴動、火口付近の施設破損。 

1971(昭和 46)年  

火山ガス 

・ 12 月 27 日。温泉造成のボーリング孔のガス(H2S)もれによる

中毒死、死者６名。 

1976(昭和 51)年 

小規模：水蒸気噴火 

・ 3 月 2 日。水釜で小規模な水蒸気爆発。噴気活動は同年 4月頃

から次第に衰える。8月 3日 本白根山白根沢(弁天沢)で滞留

火山ガスにより登山者 3名死亡。 

1976(昭和 51)年 

火山ガス 

・ 8 月 3 日。本白根山白根沢(弁天沢)で滞留火山ガスにより登山

者 3 名死亡。 

1977(昭和 52)年 
・ 1 月 4 日局地的な有感地震、最大有感距離約 15km、逢の峰・芳

ヶ平ヒュッテ震度４。 

1982(昭和 57)年 

小規模：水蒸気噴火 

・ 10 月 26 日、12 月 29 日。火砕物降下。噴火場所は湯釜北西部

および涸釜。 

・ 10 月 26 日湯釜・涸釜の数か所で小規模な水蒸気爆発。12 月

29 日湯釜で小規模な水蒸気爆発。 

1983(昭和 58)年 

小規模：水蒸気噴火 

・ 7 月 26 日、11 月 13 日、12 月 21 日。降下火砕物。噴火場所

は湯釜北西部および涸釜北側火口壁。 

・ 7 月 26 日湯釜で小規模な水蒸気爆発。11 月 13 日 11： 40 と

12： 08 の 2 回湯釜で水蒸気爆発。人頭大の噴石を 600～700m 
の範囲に放出、降灰は 東南東方向、渋川まで達する。涸釜北

側火口壁下部に亀裂(幅 30 ㎝、長さ 45m)を生ず。12 月 21 日

湯釜と涸釜で小規模な水蒸気爆発。 

1986(昭和 61)年 ・ 6 月 地震多発。 

1987(昭和 62)年 ・ 8 月中旬 地震多発。 

1989(昭和 64)年 
・ １月 6日 微動、6、7日湯釜湖面一部暗色変色。10～11 月 地

震多発。 

1990(平成 2)年 2 月～

1991(平成 3)年 9 月 
・ 地震多発、微動多発、湯釜湖面度々変色。 

1996(平成 8)年 
・ 2 月 7 日 湯釜火口で厚さ 20～30cm の氷を湖岸に打ち上げる

小規模な火山活動があった。活動中心は湯釜内北西部。 

1997(平成 9)年 
・ 5月2日 湯釜西部湖岸近くで火山ガスの突出と湖面の盛り上

がりが観測された。 
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③噴火警戒レベルの運用 

草津白根山は、平成 19 年 12 月 1 日より噴火警戒レベルが運用開始されている。 

 

〔火山噴火（爆発）防災計画（平成 24 年度）群馬県火山防災対策連絡会議〕 

http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/level/Kusatsu-Shiranesan.pdf 

〔「草津白根山の噴火警戒レベル」（気象庁リーフレット）〕 
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④火山ハザードマップ・火山防災マップの作成 

草津白根山火山噴火災害危険区域予測図作成検討委員会の監修を受け、噴出岩塊、

火山灰・軽石を想定した「草津白根山火山防災マップ」が平成 7 年に作成され、住民、

旅館等に配布されている。 

 

http://www.town.kusatsu.gunma.jp/www/contents/1227536171031/files/map.pdf 

〔草津町ホームページ〕 

⑤火山防災に関する啓発活動事例 

■草津町ホームページによる火山ガスに関する注意呼びかけ 

草津白根山では、これまでにも有毒な火山ガスによる事故が相次いで発生してい

るため、草津町では、町ホームページでも危険箇所のお知らせや事故防止などの呼

びかけを行っている。 

 

〔草津町ホームページ
http://www.town.kusatsu.gunma.jp/www/contents/1227593661357/〕 

 

■草津白根山周辺の観光コースと火口周辺の防災施設情報の提供 

草津温泉観光協会では、火口湖湯釜を中心とした「白根山・湯釜見学コース」を

ホームページ等でＰＲしているが、湯釜周辺の防災施設や規制ラインを示した地図も

作成し、コース案内と併せてお知らせしている。 

 
〔草津温泉観光協会ホームページhttps://www.kusatsu-onsen.ne.jp/hiking/erea-a.html〕

 


